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ラウド技術の開発にまず取り組む。
開発する技術には、「RACK（Real 

Application Centric Kernel）」などが
ある。

RACKはクラウドネイティブアプリ
ケーションを実現する技術である。
ここで言うクラウドネイティブアプリ
ケーションとは、自らの稼働に必要
なインフラリソースを能動的に制御・
確保できるアプリケーションのことで
ある。クラウドネイティブアプリケー
ションを実現できれば、システム負荷
に左右されず、必要なときに必要な
だけのリソースをアプリケーション自
身が確保できるようになる。R ACK

では、OpenStackプラットフォーム
上でクラウドアプリケーションを図 1
のようなコンセプトで実現する。
「R ACKの開発を始めて今年で 3年

時に、そうしたチャレンジを進めてい
く方針です。関係するお客様やエン
ドユーザーの皆様、ベンダーの皆様
とのコミュニケーションが可能なエコ
システムを作り、新たなビジネスモデ
ルを模索していきたいと考えていま
す。」（CTC IT サービス事業グループ 

クラウド・セキュリティ事業推進本部 

クラウドイノベーションセンター 部長 

亀田 積氏）

CICの 2015年度の活動テーマ
は、第 3プラットフォームを「作る・
運用する」「利用する」「広げる」の
主に 3つである。
「作る・運用する」というテーマ
では、PaaSや IaaS関連の次世代ク

　

クラウドやビッグデータ、モビリ
ティ、ソーシャルなどの要素で形成
される「第 3プラットフォーム」
と呼ばれる情報基盤の市場が右肩上
がりに成長している。
伊藤忠テクノソリューションズ

（以下、CTC）が開設した「クラウ
ドイノベーションセンター」（以下、
CIC）は、成長を続ける第 3プラッ
トフォーム分野での同社のビジネス
拡大を使命とする新組織である。社
内の複数組織に分散していた第 3
プラットフォームに関連する人材を
約 50名結集し、次世代クラウド技
術の開発や社内トレーニング、ビジ
ネス創造、外部への貢献といった活
動を主導していく計画である。
「CTCはこれまでも第 3プラット
フォーム分野でのビジネス展開を進
めてきました。今後それをさらに拡大
していくには、お客様やサービスベン
ダーの方たちと協業してレベニューシ
ェアをするなどの、今までに無かった
発想でのビジネス創造にチャレンジし
ていく必要があります。CICでは、
次世代クラウド技術の開発などと同

伊藤忠テクノソリューションズは2015年4月、クラウドを中心とする第3プラットフォームに関する技術開発やビジネス創造をリ
ードするための社内組織「クラウドイノベーションセンター」を開設した。同センター設立の狙いは何か、また、2015年度の活動
目標や具体的な取り組み内容などについて紹介する。

伊藤忠テクノソリューションズ IT サービス事業グループ
クラウド・セキュリティ事業推進本部
クラウドイノベーションセンター

[左から ] 部長 亀田 積氏、課長 山本 徹氏、部長代行 小岩井 裕氏

新発想でのビジネス創造にチャレンジしつつ
OSSコミュニティへの積極的な貢献を始める

次世代クラウド技術開発などで
CTCのビジネスを拡大

3つのテーマで活動を開始して
プレゼンス向上を実現していく

クラウドイノベーションセンター
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目になりました。経済産業省のソフト
ウェア制御型クラウドシステム技術開
発プロジェクトに採択されたこともあ
り、徐々に性能や制御の精度が向上
してきています。CICにおいても開発
を継続して、実績を蓄積しながらク
ラウドネイティブアプリケーションの
概念の普及を目指していく考えです。」
（CTC ITサービス事業グループ クラ
ウド・セキュリティ事業推進本部 ク
ラウドイノベーションセンター 部長代
行 小岩井 裕氏）
また第 3プラットフォームでは、

DevOpsやアジャイルなどのアプリ
ケーション開発・運用手法に対する
ニーズが高まると予想される。それ
に対応する武器として CICが開発
し た の が「ADLM（Application 

D e v e l o p m e n t  L i f e c y c l e 

Management）」と呼ばれる DevOps

統合開発・運用環境である（図 2）。
CTCの ADLMは、継続的なアプ

リケーション開発・改善を支援する
ために、多数のオープンソースの開
発支援ツールを統合したもの。「フ
ル OSS構成で、開発から運用まで
をトータルにサポートできる統合
開発・運用環境は CTCの ADLMの
ほかには見当たりません。ベンダー
ロックインを回避しつつ、最新技術
を利用できるのが大きな特徴です。
まだ開発段階のソフトですが、
2015年度には実アプリケーション
開発に活用してコンセプトを確認
する取り組みを進める方針です。」
（CTC ITサービス事業グループ ク
ラウド・セキュリティ事業推進本部
クラウドイノベーションセンター 

ニティと一緒に活動し、そこに貢献
していくことで、最先端のトレンド
をキャッチアップできると共に、
CTCのプレゼンス向上も実現でき
ると考えています。」（亀田氏）
3つのテーマの活動を同時に進め

るために、現在、パイロットプロジ
ェクトとなる案件を調整中という。
「実践的な知見を得るためにも、可
能であれば実案件をお客様と一緒に
始めたいと考えています。興味のあ
るお客様には、是非コンタクトをし
ていただきたいと希望しています。」
（亀田氏）

CTCでは、今後 2 ～ 3年までの
間に CICを中心として第 3プラッ
トフォーム関連の構築事例や利用事
例を多数経験し、蓄積した知見やノ
ウハウを社内外に発信していけるよ
うにする計画である。

課長 山本 徹氏）
活動テーマの「利用する」は、各
社が提供する PaaSなどのサービス
を実際に自分たちで体験すること。
これを重視するのは「体験すること
で、サービスの癖などの実践的な知
見を得られる」（亀田氏）からだ。
最後のテーマ「広げる」は、前述
の 2つの活動で得られた技術や知
見を社内外に展開することである。
例えば、開発した技術などについて
は OSSコミュニティに積極的なフ
ィードバックしていくという。「こ
れまで当社では、OSSの活用には
取り組んでいても、コミュニティへ
の貢献についてはあまり力を入れて
きませんでした。しかし最近になっ
て、技術やビジネストレンドの潮流
を OSSコミュニティが生み出すケ
ースが増えています。OSSコミュ
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図1　CTCが考えるクラウドネイティブアプリケーションの概要

図2　DevOps統合開発・運用環境「ADLM」の主な構成
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